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自由民主党神戸市会議員団
市会運営委員会（委員長）
企業建設委員会
未来都市創造に関する特別委員会

43
才

曾祖父 村野山人 (神戸村野工業高等学校創立者)

の遺志を継ぎ政治家を志す

「人は人の為に尽すを以って本分とすべし」
経歴

・ 神戸鹿児島県人会連合会 顧問 ・ 神戸亀津会 会員
・ 神戸市バドミントン協会 顧問
・ 兵庫県サイクリング協会 副会長  など

・ 神戸市須磨区に生れる
・ 須磨浦小学校 卒 ・ 神戸市立高倉中学校 卒
・ とび職として働きながら大学入学資格検定取得
・ 芦屋大学（教育学部） 卒
・ 兵庫県議会議員 秘書 ・ 衆議院議員 秘書
・ 平成15年 神戸市会議員選挙 初当選（29歳）
・ 総務財政委員長 ・ 港湾交通委員長
・ 特別委員会 委員長 ・ 神戸市監査委員
・ 自由民主党神戸市会議員団 幹事長 ・ 政調会長 等 

4回当選

　むらの議員は 第１回定例市会より市会運営委員会（委員長）

企業建設委員会（委員）未来都市創造に関する特別委員会

（委員）に選任され頑張っております。

市会運営委員会
市会の日程など議会運営に関することを協議する機関として
条例で議会運営委員会を設置できることになっています。神戸
市会でも市会運営委員会を条例に基づいて設置しています。

企業建設委員会
建設局、水道局及び交通局の所管に属する事項を審査します。

未来都市創造に関する特別委員会
三宮周辺・ウォーターフロント地区における都心の再生や
市街地西部地域などの活性化の原動力となる神戸独自の
魅力をいかに創出するか、またその基盤となる潤いある都市
空間の整備や新たな交通手段を含む総合交通体系の整備
など、人口減少社会も見据えた新たな時代の神戸のまちづくり
に関する必要な事項について調査します。

市会運営委員会委員長に就任 受動喫煙を防止すべき！

広瀬（環境局長）答
　ご指摘の過料地区（路上喫煙の禁止地区）の指定も含めました
周辺の環境整備につきましては、関係局や地域の商店街組合
と連携して進めて参りたいと思います。

　現在、三宮を国際都市神戸の玄関口に相応しい街にする為に
再開発を進めつつある。しかしながら駅北のサンキタ通りには
灰皿が6箇所も設置されていることから、喫煙者が滞留し歩行
者への受動喫煙の被害が心配されている。この状況は国際都市
としても、健康創造都市神戸としても、相応しくない。そこで、速や
かに灰皿を撤去し、歩きタバコやポイ捨てに関しては過料地区
に指定して対応すべきと考えるがどうか。

むらの議員質 （予算特別委員会）

２０１７年８月２５日　神戸新聞 朝刊企業建設委員会

市会運営委員会

未来都市創造に関する特別委員会（管外視察）

むらの委員長

むらの委員むらの委員

実現しました！



お手伝いさせて頂きました

結婚 新 生活支援事業について

いつでも気軽にご相談ください

TEL（078）739-8889 www.murano.gr.jp

市民相談受付中！

〒654-0053  神戸市須磨区天神町3丁目2 - 4 5
FAX（078）739 -8887

自由民主党神戸市会議員団 須磨区第２支部

ガードレールに「通学路学童注意」の横断幕を設置

通学路の一部歩道をグリーンに舗装

（議事録要約抜粋）

大谷（企画調整局長）答
　ご指摘の結婚新生活支援事業には、神戸市として、まだ申請
しておりませんが、関連するこども家庭局、住宅都市局と具体的に
どういった形にするかということについて、現在、庁内で検討して
おります。やるのであれば政策効果が上がるように、今の既存の
制度と合わせて工夫したいと考えております。

　内閣府が新婚さんに最大18万円を支給するという補助事業を
発表した。これは、夫婦の１年間の合計所得が300万円未満の
世帯に、結婚に伴う住居費や引っ越し費用などを支援し、結婚
件数の増加を促すことで、政府目標の希望出生率1.8の実現に
つなげるという事業である。
　現在、神戸市では出生率が全国平均を下回っており、この補助
事業を積極的に活用して所得の低い結婚希望者を応援して頂き
たい。神戸はウエディングの町でもあり、業界の活性化にも繋がる
と思うがどうか。

むらの議員質 （総務財政委員会）

井上（選挙管理委員会事務局長）答
　注目の投票率ですが神戸市平均では18歳が50.72％、19歳
が40 . 0 7％、全国平均では18歳が51 . 2 8％、19歳が
42.30％で神戸市はいずれも全国平均を下回っております。
若い世代の声を直接聞いていくというのは、私も必要がある
と思っております。

２０１７年６月９日 神戸新聞 朝刊

２０１７年５月２９日 神戸新聞 朝刊

　平成28年7月1日の参議院選挙では、18歳と19歳が初め
て有権者となった。今後、若い世代の投票率を上げていく為に
は、当事者である若い世代の方々に直接意見を聞き、また、投票
率の向上策を積極的に考えて頂くなどの場を設ける必要がある
と思うがどうか。

むらの議員質 （総務財政委員会）

18歳、19歳の投票率について

離宮公園前交差点（南側）の通学路にガードレールを設置

実現しました！
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